
地域における在宅療養体制の確保

■在宅療養環境整備支援事業（保健医療政策区市町村包括補助（選択：
提案型)）<補助率：1/2 >

在宅医療・介護連携推進事業の事業内容ア～ウのＰＤＣＡサイクルに沿っ
た取組に関して、地域支援事業交付金対象経費であるが、交付金を活用せず
事業を実施する区市町村への支援

■在宅人工呼吸器使用者療養支援事業
（保健医療政策区市町村包括補助（選択：政策誘導型)） <補助率：1/2 >

自家発電装置等について、人口25,000人当たり各補助対象品目１台を給付
基準とし、それらを整備するために必要な費用について補助

令和８年度 在宅療養推進に向けた都の取組

【東京都医師会・地区医師会との連携】

【区市町村等への支援】

■区市町村在宅療養推進事業＜拡充＞【557,263千円】

<補助率：10/10 > ※4年目以降：1/2

地域における在宅療養体制の構築を図るため、区市町村が実施する

以下の取組を支援

○在宅医療と介護の提供体制の充実に向けた先駆的な取組への支援

≪例≫病院救急車等を活用した搬送体制の確保、

看取りに関する講演会やＤＶＤによる普及啓発 等

○切れ目のない在宅医療提供体制の構築や医療・介護関係者等への情報共有
に対する支援

≪例≫後方支援病床の確保、ICTを活用した情報共有・多職種連携

○小児等在宅医療推進事業

   ≪例≫検討の場の設置や地域における多職種連携体制の構築、

   コーディネーター、相談窓口の設置 等

○在宅療養患者家族支援事業

   ≪例≫家族が行っているケアを代行する看護師等の派遣、

仕事とケアの両立に向けた取組 等

○24時間診療体制推進事業＜新規＞

   ≪例≫地域のかかりつけ医が連携した24時間診療体制の確保、

看護師等による夜間連携窓口の設置 等

○在宅医療ＤＸ推進事業＜新規＞

   ≪例≫ウェアラブルデバイス等を活用した継続的な健康観察、

オンライン診療に関する仕組みの構築 等

■在宅療養研修事業【11,209千円】

○多職種連携連絡会の運営   

○在宅療養推進研修（「在宅療養地域リーダー」の養成）

○病院内での理解促進研修  ○病診連携研修（相互研修）

○シンポジウムの開催

■災害時在宅医療提供体制強化事業【28,353千円】

訪問診療を行う医療機関における災害対応力を強化するとともに、地域

ＢＣＰ策定等在宅医療における災害対応体制の構築に取り組む区市町村を

支援

■在宅療養普及事業（在宅療養体制づくり支援事業）＜新規＞

【56,001千円（内数）】

各区市町村における在宅療養推進の取組の底上げを図るため、在宅療養に

関するダッシュボードを作成するとともに、研修会を開催

■在宅療養体制支援医療機関緊急整備事業＜新規＞

【124,000千円】<補助率：10/10 >

在宅医療を担う人材の確保・育成など、在宅療養において積極的役割を担

う医療機関が実施する取組への補助を行うことにより、地域の在宅療養体制

の構築を促進

【医療機関への支援】

【 】：令和８年度 予算額
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令和８年度 在宅療養推進に向けた都の取組

在宅療養生活への円滑な移行の促進

小児等在宅医療に対する取組

■在宅療養研修事業≪一部再掲≫

○在宅療養推進研修（「在宅療養地域リーダー」の養成）
○病院内での理解促進研修  ○病診連携研修（相互研修）
○シンポジウムの開催

医療・介護に関わる人材の確保・育成

■小児等在宅医療推進研修事業【17,220千円】
診療所の医師や看護師向けの研修を実施することで、小児等在宅医療を担

う人材を確保・育成

■小児等在宅医療推進事業≪再掲≫

■在宅医療参入促進事業 【9,385千円】
訪問診療等を実施していない中小病院と診療所の医師及び看護師等に対し、

在宅医療に関する理解の促進を図るためのセミナー等を開催し、在宅医療へ
の参入を促進

■ＡＣＰ推進事業【11,847千円】
都民の希望する医療・ケアを受けることができるよう、ＡＣＰに関する以

下の取組を実施
①都民に対する普及啓発 ②医療・介護関係者の実践力の向上

■都民の「生きる」を最後まで支える、医療・介護職のACP実践
力の育成【33,000千円】

ACP実践に必要な情報を集約したWebサイトや、医療・介護職を対象と
する協働学習の場を創り医療・介護関係者のACP実践力の育成基盤を整備

■入退院時連携強化事業【144,948千円】
医療機関における入退院支援に取り組む人材の育成や入退院時における地

域との連携を一層強化
○入退院時連携強化研修

入院医療機関と地域の医療・介護関係者との連携・情報共有の一層の強化
に向け、実践的な研修を実施

≪対象≫病院、診療所、訪問看護ＳＴ、居宅介護支援事業所
地域包括支援センター、老健施設 等

○入退院時連携支援事業<補助率：1/2または3/4>

医療機関の入退院支援体制の充実を図るため、入退院支援に取り組む人材
の配置に伴う人件費を補助

≪対象≫２００床未満の病院

■在宅療養研修事業≪一部再掲≫
○病院内での理解促進研修  ○病診連携研修（相互研修）

在宅医療従事者の安全確保に関する取組

■在宅医療現場におけるハラスメント対策事業【48,633千円】
在宅医療の現場で医療従事者が患者やその家族から受けるハラスメント

の対策に取り組み、医療従事者が安心して在宅医療に従事できるよう支援

■東京都多職種連携ポータルサイトの運営【15,209千円】
デジタル技術を活用した情報共有のための共通ポータルサイトを運営し、

地域の医療・介護関係者や医療機関間の広域的な連携（情報共有）を促進し、
都における在宅療養推進体制の強化を図る

デジタル技術を活用した情報共有の充実

■東京都在宅療養推進会議等の開催
○多職種連携ポータルサイト検討部会、ＡＣＰ推進部会、
退院支援マニュアル改訂部会等の開催

○地区医師会・区市町村在宅療養担当者連絡会の開催 等

■広域連携支援 
○東京都地域医療構想調整会議、在宅療養ワーキンググループの開催

東京都在宅療養推進会議等の開催

【 】：令和８年度 予算額

ＡＣＰに関する取組
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